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原著論文

東京 2020 大会・北京 2022 大会に向けて実践したコンディショニングに関する調査 
─中央競技団体強化委員を対象として─

Survey on Conditioning-related main factors and the practices of  
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Abstract : National Sports Federations （NF） are the closest supporter of elite athletes; their 
initiatives can significantly impact elite athletes’ performance in major competitions. In this study, 
we identified 10 main factors that might contribute to athletes’ performance in major competitions 
and investigated how Japanese NF addressed these factors in the Tokyo 2020 and Beijing 2022 
Olympic and Paralympic Games. This study aimed to evaluate the impact of practices that Japanese 
NF implemented in Tokyo 2020 and the Beijing 2022 Olympic and Paralympic Games. The national 
survey was conducted via an online questionnaire after a competition for the Japanese NF staff who 
participated in the Tokyo 2020 or Beijing 2022 Olympic and Paralympic Games. The participants 
were asked about their goal achievement, main factors （technical skills, fitness, physical preparation, 
injury management, infection control, mental health, nutrition, scheduling, equipment support, and 
strategy/tactics）, and the impact of the COVID-19 pandemic on their performance and preparation. 
Forty-three NF staff members responded to the survey. Statistically significant differences were 
found between medal-winning and non-medal-winning NF in goal achievement. Interestingly, 
significant differences were also found in other factors of fitness, mental health, and strategy/tactics 
between medal-winning and non-medal-winning NF. A comparison of the practices conducted by 
each NF in preparation for the Tokyo 2020 and Beijing 2022 Olympic and Paralympic Games 
revealed that improving all crucial factors related to conditioning for winning medals is crucial. Thus, 
based on the findings of this study, we suggest that strengthening fitness, mental health, and strategy/
tactics are particularly important for elite Japanese athletes preparing for major competitions.
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項目で違いがみられ、多角的な観点でコンディ

ショニングに関わる要因を成功させることがメダ

ル獲得などの実力発揮には重要であることが示さ

れている 26）。

　アスリートのパフォーマンス向上には、上記の

ようにコンディショニングに関わる多種多様の要

因を高め機能させることが重要である。一方で、

競技会や強化合宿等の計画やスケジュール調整と

その手続き等の環境面や、競技規則・競技会規則

などの情報面において NFの支援が大きく関わっ

ている。そのため、アスリートはコンディショニ

ングに関わる要因のほとんどをアントラージュと

連携して調整していく必要がある 16）。特に、第

32回オリンピック競技大会（2020/東京）及び東

京 2020パラリンピック競技大会（以下、東京

2020大会）、第 24回オリンピック冬季競技大会

（2022/北京）及び北京 2022パラリンピック冬季

競技大会（以下、北京 2022大会）に向けた強化

活動は、世界保健機関が「新型コロナウイルス感

染症を公衆衛生上の緊急事態」と表明した 2020

年 1月 30日から 2023年 5月 5日と重なっている。

そのため、感染症対策の情報や海外への出入国、

トレーニング場所の確保や詳細なスケジュール調

整、それらに掛かる費用と政府からの特別措置等

の対応も含めると、アスリートの強化活動にとっ

て、これまで以上に NFの支援が重要であったこ

とが考えられる。

　アスリートと NFは共通の目標を持ちつつも、

アスリートは自身の身体的な感覚や能力、そして

個人の目標に基づいてコンディショニングを調整

するが、NFはチーム全体の戦略と統括を担当し

アスリート個々のニーズを考慮したコンディショ

ニングプログラムを立案しており、それぞれコン

ディショニングにおける実践と役割が異なること

が考えられる。これまでアスリートを対象とした

コンディショニングに関する調査は実施されてき

たが、アスリートの強化活動の中心的役割を担っ

ている NFを対象としたコンディショニングに関

わる調査はほとんど行われていない。

　NFが東京 2020大会及び北京 2022大会に向け

Ⅰ．背景

　アスリートが主要な国際競技大会においてより

高いパフォーマンスを発揮するためには、コーチ

だけでなく、アスリートを取り巻くスタッフや家

族などの関係者（アントラージュ）との連携協力

が不可欠になってきている 1）。アントラージュの

一つである中央競技団体（National Federation: 

NF）は、アスリートの発掘・育成・強化に深く

関わっており、直近及び 2大会先のオリンピック・

パラリンピック競技大会を見据えた NF強化戦略

プランを策定し、アスリートのパフォーマンス向

上を戦略的に推進している 3）。NFは、強化指定

選手を選考し、競技レベルに応じた支援を行って

おり、強化指定選手の競技レベルによって、国際

大会への派遣機会、強化合宿、そして遠征などに

帯同するサポートスタッフの人数や日数を定めて

いる 14）, 15）, 17）, 27）。

　アスリートは目標とする競技大会においてより

高いパフォーマンスを発揮するために、日ごろか

らコンディショニングを行っている 16）。久木留

ら 16）は、アスリートにおけるコンディショニン

グを「アスリートのハイパフォーマンス発揮に必

要なすべての要因を、ある目的に向けて望ましい

状態に整えること」と定義している。またMujika 

et al. 10）は、アスリートがハイパフォーマンスを

発揮するためには、コンディショニングに必要な

要因が単独で最適化されるだけでなく、全体とし

て機能することが重要であるが、競技パフォーマ

ンスに関わる多様な要因を網羅的に捉えてその実

態を調査した研究が少ないことを指摘している。

一方、我が国ではアスリートを対象としたコン

ディショニングに関する調査や事例は競技や大会

ごとに報告されてきた 7）, 19）, 22）, 23）。先行研究では、

第 28回オリンピック競技大会（2004/アテネ）に

出場した日本代表選手 199名（男子 76名、女子

123名）にコンディショニングに関わる 8つの要

因「技術面」、「体力面」、「ケガや病気」、「メンタ

ル面」、「栄養面」、「スケジュール」、「用具」、「戦

術・戦略」について調査しており、メダリストと

メダリスト以外の選手では「用具」を除く 7つの
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冒頭には、本研究の目的や無記名でのアンケート

調査であることを明示した。同意が得られた NF

は夏季 23団体（オリンピック競技 17、パラリン

ピック競技 6）、冬季 6団体（オリンピック競技 5、

パラリンピック競技 1）であった（回答率

40.1％）。なお強化担当者は競技種別ごとに異な

るため注）、夏季 27種別（オリ 21、パラ 6）、冬季

16種別（オリ 13、パラ 3）の 43競技種別からの

回答を有効回答とした。その内、メダル獲得がで

きた競技種別は 20で、メダルの獲得ができなかっ

た種別は 23であった（表 1）。

　同意の許諾が得られなかった場合、その時点で

アンケート調査が終了する設定を行い、回答者が

具体的な質問に回答する必要がないように配慮し

た。なお本研究は、国立スポーツ科学センターに

おける研究倫理審査委員会の承認を得ている。

2．アンケート調査項目

　アンケートの調査項目は、NFが東京 2020大会

及び北京 2022大会に向けて実践したコンディ

ショニングの実態を明らかにするために、先行研

究 26）を参考に以下 5項目について調査を行った。

表 2は北京 2022大会の質問項目を示した。東京

2020大会との違いは、質問項目（4）5.「東京 2020

大会の開催が 1年延期されたことの影響につい

て」の選択肢が異なっている。

1）属性について：競技団体名、競技種別

2） オリンピック・パラリンピック競技大会の目

標とその達成度について：達成度は 5段階（1：

「全く達成できなかった」～ 5：「達成できた」）

て実践したコンディショニングの実態を明らかに

することは、アスリートがパフォーマンスを最大

限発揮するための競技環境の整備にとって有益で

ある。オリンピック・パラリンピック競技大会に

おいて優れた成績を収めた NFとその対照となる

成績を収めた NFでは、コンディショニングの取

り組みに違いがあることが考えられる。本研究で

は、この仮説を検証するために、NFが取り組ん

だコンディショニングに関わる複数の要因につい

て比較検討することとし、東京 2020大会及び北

京 2022大会がコロナ禍での開催という特殊な環

境であったことも踏まえて実態を明らかにするこ

ととした。

Ⅱ．方法

1．アンケート調査の対象と実施方法

　東京 2020大会又は北京 2022大会に参加した夏

季 61競技団体（オリ 35、パラ 26）と冬季 7競技

団体（オリ 6、パラ 1）の NF強化担当者（種別

がある NFは各種別の強化担当）を対象に、

Microsoft Forms（Microsoft社）を利用した無記名

方式のWebアンケート調査を行った。Webアン

ケートは、日本スポーツ振興センター・ハイパ

フォーマンススポーツセンター（HPSC）が運用

するポータルサイトを用いて、東京 2020大会及

び北京 2022大会に参加した NFに送付し、過去

を振り返る形式でアンケート調査を実施した。調

査期間は、東京 2020大会を 2021年 12月 10日～

2022年 1月 21日、北京 2022大会を 2022年 4月

12日～ 2022年 5月 18日とした。アンケートの

表 1．アンケート調査に回答した NF 強化担当者一覧

メダル獲得なし
（名）

メダル獲得あり
（名）

2320

12９21オリンピック夏季（名）

2４6パラリンピック夏季（名）

8５13オリンピック冬季（名）

1２3パラリンピック冬季（名）

n＝43
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5） 東京 2020大会の開催が 1年延期されたことの

影響について：夏季は、その影響について 3

段階（「有利に働いた」「どちらでもない」「不

利に働いた」）、冬季はその影響について 4段

階（「有利に働いた」「どちらともいえない」「影

響はない」「悪い影響があった」）で自己評価

してもらった。

3．統計分析

　集計データは総数あるいは中央値で示した。集

計データはメダル獲得の有無での分析あるいはク

ロス集計にて分析した。メダル獲得あり群とメダ

ル獲得なし群は、クラスカルウォリス検定を用い

て、一元配置分散分析を行った。群間比較には、

マン＝ホイットニーの U検定を行った。クロス

集計後の調査項目間の関連性の比較には、カイ二

乗検定を用いて適合度の検定あるいは独立性の検

定を行った。統計は統計用ソフトウェア（エクセ

ル統計 ver. 4.06、SSRI、東京）を用いて行った。

なお、有意水準は 5％未満とした。

Ⅲ．結果

1．大会における目標の達成度

　アンケート調査に回答した 43競技種別の強化

担当者は、大会における目標の達成度として「達

成できた」が 6名（14％）、「やや達成できた」が

20名（47％）、「どちらともいえない」が 4名（9％）、

「あまり達成できなかった」が 9名（21％）、「全

く達成できなかった」が 4名（9％）であった（図

1─1）。また、メダル獲得の有無で分類し中央値と

四分位範囲で示したところ、メダル獲得あり群が

4（4.25─4.00）、メダル獲得なし群が 2（4.00─2.00）

で両群間に有意差がみられた（p＜0.001）（図 1─2）。

2． メダル獲得の有無によるコンディショニング

の要因についての達成度とその理由

　メダル獲得あり群（n＝23）とメダル獲得なし

群（n＝20）に分類し、それぞれ一元配置分散分

析を行った。その結果、メダル獲得あり群では統

計学的有意差はみられなかったが、メダル獲得な

で自己評価してもらった。大会本番までの「コ

ンディショニング」について：本研究におけ

るコンディショニングの定義は「アスリート

のハイパフォーマンス発揮に必要なすべての

要因を、ある目的に向かって望ましい状態に

整えること」とした。調査項目は先行研究を

参考に、和久 24）のコンディショニングの 8つ

の要因に体調管理と感染対策の 2要因を加え、

コンディショニングの 10要因「技術（スキル）

の調整」「体力（筋力、持久力など）の調整」「体

調管理」「ケガや病気の予防・治療」「感染対策」

「メンタルの調整」「栄養面の調整」「スケジュー

ルの調整」「用具・器具の調整」「戦術・戦略

面の調整」に分類した。体調管理と感染対策

はコロナ禍という社会情勢を踏まえて加える

こととした。これらの要因に対して、東京

2020大会又は北京 2022大会に向けたコンディ

ショニングがうまくいったかどうかを 5段階

（1：「全くうまくいかなかった」～ 5：「とて

もうまくいった」）で自己評価してもらい、得

点化した。

3） 日本代表選手の東京 2020大会及び北京 2022

大会に備えた海外の競技大会への出場状況と

その影響について：出場状況は 3段階（「コロ

ナ禍の影響で全く出場できなかった」「コロナ

禍前に比べて少ないが出場した」「コロナ禍前

と同様に出場できた」）で自己評価した後に、

大会への影響については 3段階（「有利に働い

た」「どちらともいえない」「不利に働いた」）

で自己評価してもらった。

4） 東京 2020大会及び北京 2022大会に向けた強

化合宿の実施状況とその影響について：実施

状況は 4段階（「コロナ禍の影響で全く実施で

きなかった」「コロナ禍の影響で予定を変更し

て（時期、場所の変更、回数減、人数減など）

実施した」「予定通り実施した」「予定より多

く実施した」）で自己評価した後に、大会への

影響については 3段階（「有利に働いた」「ど

ちらでもない」「不利に働いた」）で自己評価

してもらった。
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表 2．質問項目

 このアンケートは、北京2022オリンピック・パラリンピックに向けて実践したコンディショニング（調整や対策）に関する取り組みの内容とパフォー
マンス発揮への影響、コロナ禍の影響等を調査し、今後の皆様への医・科学サポートをより効果的に発展させるため、また未来のアスリートの育成・強
化に活用するために必要な基礎資料を収集する目的で行います。対象は北京2022オリンピック・パラリンピックに出場した競技団体の皆様です。アンケ
ートの結果は、競技団体・種別名を公開しますが、役職・回答者が特定されない形で統計的に処理され、報告書の作成と前述の目的にのみ使用いたしま
す。回答時間の目安は20〜30分です。ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

上記の内容について理解・同意したうえでアンケートにご協力いただけますか。 
※同意した後でも、いつでも参加を取りやめ、または参加の同意を撤回(てっかい)する権利があります。 

（1）属性等について 
1．競技団体名/競技種別名について 
2．統括競技団体について（日本オリンピック委員会/日本パラリンピック委員会） 

（2）オリンピック・パラリンピックの成績と実力発揮について 
1．今大会の成績は、競技団体として掲げた目標をどの程度達成できましたか。 

（１：全く達成できなかった ２：あまり達成できなかった ３：どちらともいえない  
４：やや達成できた ５：達成できた） 

2．今大会の成績について、競技団体で掲げた目標値についてお答えください。 
3．今大会の成績について、結果をお答えください。 

（3）オリンピック・パラリンピックままででのの「「ココンンデディィシショョニニンンググ」」ににつついいてて 
1. 今大会に向けた強化期間におけるコンディショニングについて、競技団体の取り組みとその成果を 

評価してください。その番号を選んだ理由についてもお答えください。 
＊本アンケートでは「コンディショニング」を、「試合で最高の力を発揮するために必要な要因を整えること」と定義します。 

（１：全くうまくいかなかった - ２ - ３：ふつう - ４ - ５：とてもうまくいった） 
番号 項目 回答（選択肢） 回答（自由記述） 
① 技術（スキル）の調整 1-2-3-4-5 その理由について 
② 体力（筋力、持久力など）の調整 1-2-3-4-5 その理由について 
③ 体調管理 1-2-3-4-5 その理由について 
④ ケガや病気の予防・治療 1-2-3-4-5 その理由について 
⑤ 感染対策 1-2-3-4-5 その理由について 
⑥ メンタルの調整 1-2-3-4-5 その理由について 
⑦ 栄養面の調整 1-2-3-4-5 その理由について 
⑧ スケジュールの調整 1-2-3-4-5 その理由について 
⑨ 用具・器具の調整 1-2-3-4-5 その理由について 
⑩ 戦略・戦術面の調整 1-2-3-4-5 その理由について 

 
（4）新型コロナウイルスによる影響について 

1．代表選手の大会に備えた海外の試合への出場状況について当てはまるものをお答えください。 
 （コロナ禍の影響で全く実施できなかった/コロナ禍の影響で予定を変更して（時期、場所の変更、回数減、 

人数減など）実施した/予定通り実施した/予定より多く実施した） 
2. 上記でお答えいただいた海外試合の出場状況は、大会においてどのように影響しましたか。 
（有利に働いた/不利に働いた/どちらともいえない）・その理由についてお答えください。 
3. 北京2022大会に備えた強化合宿の実施状況について当てはまるものをお答えください。 
（コロナ禍の影響で全く実施できなかった/コロナ禍の影響で予定を変更して（時期、場所の変更、回数減、 

人数減など）実施した/予定通り実施した/予定より多く実施した） 
4. 上記でお答えいただいた強化合宿の実施状況は、北京2022大会においてどのように影響しましたか。 
（有利に働いた/不利に働いた/どちらともいえない）・その理由についてお答えください。 
5. 東京2020大会の開催が1年延期されたことにより、影響したことはありますでしょうか。 
（良い影響があった/悪い影響があった/影響はなかった/どちらともえいない） 
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ない」が 7名（夏季 5/冬季 2）、「不利に働いた」

が 12名（夏季 8/冬季 4）であった。「コロナ禍前

と同様に出場できた」が 8名（夏季 2/冬季 6）で

その影響は「有利に働いた」が 3名（夏季 1/冬季

2）、「どちらともいえない」が 5名（夏季 1/冬季 4）、

「不利に働いた」が 0名であった。統計解析は、「海

外の試合への出場状況」3通り（コロナ禍の影響

で全く出場できなかった、コロナ禍前に比べて少

ないが出場した、コロナ禍前と同様に出場できた）

と「大会への影響」3通り（有利に働いた、どち

らともいえない、不利に働いた）の 3×3クロス

集計後に調査項目間の関連性の比較に独立性の検

定を行った結果、有意差（カイ二乗値 9.9、p＝

0.0425）がみられた（表 6）。

4． 東京 2020大会・北京 2022大会に向けた強化

合宿の実施状況とその影響

　「コロナ禍の影響で全く実施できなかった」が

2名（夏季 2）でその影響は「どちらともいえない」

が 1名、「不利に働いた」が 1名であった。「コロ

ナ禍の影響で予定を変更して（時期、場所の変更、

回数減、人数減など）実施した」が 32名（夏季

21/冬季 11）でその影響は「有利に働いた」が 6

名（夏季 4/冬季 2）、「どちらともいえない」が 15

名（夏季 11/冬季 4）、「不利に働いた」が 11名（夏

季 6/冬季 5）であった。「予定通り実施した」が 7

し群では統計学的有意差がみられた（p＜0.001）。

さらに、コンディショニングに関わる 10要因に

ついての達成度を中央値と四分位範囲で示した。

その結果、メダル獲得あり群はメダル獲得なし群

と比較して、「感染対策」を除くすべての要因で

高値を示し、3つの要因「体力（筋力、持久力など）

（p＝0.048）」「メンタルの調整（p＝0.0013）」「戦略・

戦術面の調整（p＜0.001）」で有意差がみられた（図

2）。

　有意差のみられた「体力（筋力、持久力など）」

「メンタルの調整」「戦略・戦術面の調整」につい

ては、その理由が記載されていた場合は自己評価

とともに表にまとめた。なお、明らかに競技が特

定されるような内容等は削除あるいは改変した

（表 3, 4, 5）。

3． 日本代表選手の東京 2020大会・北京 2022大

会に備えた海外の試合への出場状況とその影

響

　「コロナ禍の影響で全く出場できなかった」が

7名（夏季 6/冬季 1）でその影響は「有利に働いた」

が 0名、「どちらともいえない」が 2名（夏季 1/

冬季 1）、「不利に働いた」が 5名（夏季 5）であっ

た。「コロナ禍前に比べて少ないが出場した」が

27名（夏季 19/冬季 8）でその影響は「有利に働

いた」が 8名（夏季 6/冬季 2）、「どちらともいえ

0

1

2

3

4

5

6

メダル獲得
あり

（２０）

メダル獲得
なし

（２３）

達成できた

やや達成できた

どちらともいえない

あまり達成できなかった

全く達成できなかった

p < 0.001

14%

47%9%

21%

9%

達成できた
やや達成できた
どちらともいえない
あまり達成できなかった
まったく達成できなかった

n=43

n=43

図 1─1．大会における目標の達成度 図 1─2．メダル獲得の有無による大会における目標の達成度



54

花岡ら

5． 東京 2020大会の開催が 1年延期されたことの

影響

　東京 2020大会に参加した強化スタッフ 27名を

対象とした。その結果、「有利に働いた」が 8名、

「どちらともいえない」が 15名、「不利に働いた」

が 4名で有意差がみられた（カイ二乗値 6.9、p＝

0.0319）（表 8）。

　北京 2022大会に参加した強化スタッフ 16名を

対象とした。その結果、「有利に働いた」が 0名、

「どちらともいえない」が 10名、「影響はなかった」

が 2名、「悪い影響があった」が 4名であった。

適合度の検定結果、有意差がみられた（カイ二乗

名（夏季 4/冬季 3）でその影響は「有利に働いた」

が 4名（夏季 2/冬季 2）、「どちらともいえない」

が 3名（夏季 2/冬季 1）であった。統計解析は、「強

化合宿の実施状況」4通り（コロナ禍の影響で全

く実施できなかった、コロナ禍の影響で予定を変

更して（時期、場所の変更、回数減、人数減など）

実施した、予定通り実施した、予定より多く実施

した）と「大会への影響」3通り（有利に働いた、

どちらともいえない、不利に働いた）の 4×3ク

ロス集計後に調査項目間の関連性の比較に独立性

の検定を行った結果、有意差（カイ二乗値 12.9、

p＝0.0451）がみられた（表 7）。

0

1

2

3

4

5

6

あり なし あり なし あり なし あり なし あり なし あり なし あり なし あり なし あり なし あり なし

技術（スキ
ル）の調整

体力（筋力、
持久力など）

の調整

体調管理 ケガや病気の
予防・治療

感染対策 メンタルの調
整

栄養面の調整 スケジュール
の調整

用具・器具の
調整

戦略・戦術面
の調整

メダル獲得あり
メダル獲得なし

p = 0.048 p = 0.0013 p < 0.001

全くうまくい
かなかった

ふつう

とてもうまく
いった

n=43

図 2．メダル獲得の有無によるコンディショニングの要因分析

内容夏季/冬季5段階

〇計画通り、また個々の選手に合わせた合宿が実施できた。
〇計画的にトレーニングを行う事ができ体力が最後まで落ちる事はなかった。（東京開催という利点あり）
〇直前までパーソナルスタッフとのトレーニングを実施できたため。

夏季5

該当なし冬季
・メダル獲得のための演技構成を余裕をもって行える体力はついていた。
・筋力、持久力共にしっかり調整して本番を迎えることができた。
・十分な準備をすることができたから。

夏季
4

〇入村前の調整、入村後の期間を利用してうまく調整できていた。
〇直前の高地トレーニングが効果的であった。冬季

〇うまくいった選手とそうでない選手がいたように思う
・コンディションを2020年8月にピークを合わせていたので、選手のセレクション、年齢も変わり、調整が難しかった夏季

3
・大会前の海外遠征後の隔離期間で強化拠点を利用し体力を落とさないよう調整ができた種目とできなかった種目があった。
〇選手それぞれの調整で、任せる形が多かった冬季

該当なし夏季
2 ・試合前の張家口地区が極寒・強風で持久力の最終調整が上手くいかなかった。

〇技術を発揮できるフィジカルが足りなかった。冬季

表 3．「体力（筋力、持久力など）の調整」の自己評価とその内容

内容は自由記述の為、回答があった場合は助詞などを整え、明らかに競技が特定されるような内容等は
削除あるいは改変して記載した。「メダル獲得あり」は〇で示した。
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1． NFが設定した目標の達成度とコンディショニ

ング要因について

　調査対象の 61％が競技目標を達成しており、

メダル獲得別では、メダル獲得あり群はメダル獲

得なし群と比べて有意に目標を達成したことが明

らかとなった。NFは 4年先・8年先（直近及び 2

大会先のオリンピック・パラリンピック競技大会）

を見据えた選手強化の中長期計画（強化戦略プラ

ン）を策定しており、その一環として大会におけ

る目標を設定し成績を評価している 3）。NFが設

値 14.0、p＝0.0029）（表 8）。

Ⅳ．考察

　東京 2020大会及び北京 2022大会に参加した

NFの強化スタッフを対象に大会に向けて実施し

たアスリートのためのコンディショニングの取り

組みを両大会がコロナ禍という特殊な環境で開催

されたことも踏まえて明らかにした。

表 5．「戦略・戦術面の調整」の自己評価とその内容

内容夏季/冬季5段階
〇レース展開の予測を綿密に行った。視覚障がい選手のためのコースマップを立体化し工夫した。
〇自国選手のデータも他国選手のデータも関係する過去大会から収集し、分析やアイデアに活かして選手と共有した。
〇 NTCで選手と指導者が綿密にミーティングができた。

夏季5
〇日本にチャンスがあるワンレースに向けて、1年かけてすべての照準をその日に合わせることができた。冬季
・テクニカルスタッフの人員も増やし対戦相手の分析をして試合に臨めた。
〇今までの国際大会での対戦等から戦術を考え練習に取り組めた。
〇ランキングポイント制度に、いち早く適応し、戦略的に対応することができたため、十分な派遣者数を確保できた。

夏季
4

〇予選、決勝とそれぞれ戦略的に準備できた。
・他国チームと協力し、サポート体制を構築できた冬季

・良い面（４年の計画は順調）と悪い面（延期による修正が不十分）があった。
〇コロナ禍で他国チームとの対戦をする機会がほとんどなく、対戦に苦労した。
・大会延期の1年間で国際大会にほとんど出場できず、選手の経験値を上げることや相手の分析など難しかった

夏季
3

・プレ大会などなかったため、情報が不足し、選手選考にも影響があった。
〇それぞれ得意種目を注力したが、結果的にうまくいった選手、いかなかった選手といる。冬季

〇海外勢との対比ができない選手が多かった。
・レース直前でコースレイアウトの修正が入ったため、その変化への対応に間に合わなかった。夏季

2 ・環境の厳しさに戦略・戦術よりも対処要領に時間を費やした。
・海外勢の状況把握はできなかった。冬季
・外国チームとの対戦ができず，戦術のブラッシュアップができなかった。夏季1 該当なし冬季

内容は自由記述の為、回答があった場合は助詞などを整え、明らかに競技が特定されるような内容等は
削除あるいは改変して記載した。「メダル獲得あり」は〇で示した。

表 4．「メンタルの調整」の自己評価とその内容

内容夏季/冬季5段階
〇心理状態のピークが早く迎えることがないように、スタッフの言動に気を遣った。
〇心理の専門家と連携した。夏季5
該当なし冬季
〇全員が初めての経験の為、極度の緊張状態にならない様に普段と変わらない雰囲気作りを意識した。
・サイコロジスト及びメンターを配置して各選手への対応をした夏季

4 〇チームスタッフ全員で選手個々の状態を共有、把握し、選手の不安解消、改善に努めた。
〇メンタル担当としてチーム内にスタッフをおけたので、毎日の聞き取りを行い心理面はコントロールができた。
・選手間での心理面の取り組みを行った。

冬季

・合宿毎にメンタルサポートを実施した。
〇選手それぞれで大きく異なったが、自国開催の良い影響と悪い影響があった。夏季3
・チームのメンタルコーチに年間カリキュラムを作成してもらいそれに則って進められた冬季
・オリンピック延期、自国開催のプレッシャーへの対処が十分でなかった。
〇通常のオリンピックとは違うものを背負わなければいけなかった。
・開催の不安や，大会中も諾否につき選手の不安は拭えなかった。
・オリンピックまで国際大会に⻑期間参加できなかったことも大きく影響している。
〇十分対応ができていなかった。対応できる人の確保ができていない。

夏季
2

・コロナ禍での行動制限・外的要素の厳しさがあった
・コロナ罹患による不安感は拭えないものであった。冬季
・ほとんど選手がオリンピック初出場で心理面のコントロールが難しかった。夏季1 該当なし冬季

内容は自由記述の為、回答があった場合は助詞などを整え、明らかに競技が特定されるような内容等は
削除あるいは改変して記載した。「メダル獲得あり」は〇で示した。
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表
6．

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

海
外

の
試

合
へ

の
出

場
状

況
と

大
会

へ
の

影
響

と
理

由

ク
ロ
ス
集
計
結
果
と
理
由
に
つ
い
て
記
載
し
た
。
な
お
、
理
由
は
自
由
記
述
の
為
、
回
答
が
あ
っ
た
場
合
は
助
詞
な
ど
を
整
え
、
明
ら
か
に
競
技
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な
内
容
等
は
削
除
あ
る

い
は
改
変
し
て
記
載
し
た
。

注
：
大
会
は
東
京

20
20
大
会
あ
る
い
は
北
京

20
22
大
会
を
指
し
て
い
る
。

理
由

夏
季

/冬
季

競
技

大
会

へ
の

影
響

海
外

の
試

合
へ

の
出

場
状

況
（

夏
季

27
名

、
冬

季
15

名
）

・
有

力
選

手
も

変
わ

っ
た

、
実

力
を

上
げ

る
期

間
に

も
な

っ
た

。
夏

季
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

（
夏

季
1名

、
冬

季
1名

）
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

で
全

く
出

場
で

き
な

か
っ

た
（

夏
季

6名
、

冬
季

1名
）

・
海

外
勢

の
戦

略
を

読
み

切
る

の
が

困
難

だ
っ

た
た

め
強

豪
国

と
の

試
合

が
多

く
で

き
な

か
っ

た
。

・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
国

同
士

で
練

習
試

合
を

し
て

い
た

よ
う

だ
が

、
そ

の
他

の
国

は
日

本
も

含
め

て
他

国
と

の
試

合
が

で
き

ず
、

ゲ
ー

ム
感

を
掴

む
こ

と
に

苦
労

し
た

。
・

海
外

有
力

選
手

と
の

能
力

比
較

を
は

じ
め

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
向

上
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
夏

季
不

利
に

働
い

た
（

夏
季

5名
、

冬
季

0名
）

・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

勢
の

実
力

が
実

感
で

き
た

。
出

場
の

権
利

が
係

っ
て

い
た

の
で

出
場

枠
を

獲
得

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

金
メ

ダ
ル

獲
得

国
と

直
接

対
戦

が
で

き
、

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
も

調
整

具
合

も
自

ら
感

じ
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

海
外

選
手

の
情

報
を

得
る

事
が

で
き

た
。

・
試

合
が

少
な

い
分

日
本

で
⻑

期
の

強
化

合
宿

が
で

き
た

。
夏

季
有

利
に

働
い

た
（

夏
季

6名
、

冬
季
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）

コ
ロ

ナ
禍

前
に

比
べ

て
少

な
い

が
出

場
し

た
（

夏
季

19
名

、
冬

季
8名

）

・
国

内
練

習
環

境
の

可
能

性
を

模
索

で
き

た
。

結
果

的
に

は
選

手
の

基
礎

能
力

を
向
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さ

せ
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事
が

で
き

た
。

冬
季

・
選

考
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ス

だ
っ

た
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で
決
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て
い

な
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選
手
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を
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・
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月
国

際
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会
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な
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会
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キ
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。
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国
際

ク
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ス
分

け
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目

的
の

た
め

、
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

が
、

チ
ー

ム
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強
化

と
い
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点

で
は

、
国

際
大

会
の

経
験

が
少

な
か

っ
た

点
を

補
う

こ
と

が
で

き
た

。
夏

季
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

（
夏

季
5名

、
冬

季
2名

）
・

事
前

の
国

際
大

会
に

全
く

出
場

し
な

か
っ

た
中

国
選

手
が

上
位

を
獲

得
す

る
機

会
が

多
か

っ
た

。
・

種
目

に
よ

っ
て

国
内

合
宿

と
世

界
選

手
権

と
別

れ
た

が
全

て
が

結
果

に
繫

が
っ

て
い

る
と

は
言

え
な

か
っ

た
。

冬
季

・
20

20
年

シ
ー

ズ
ン

の
レ

ー
ス

が
な

く
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

思
う

よ
う

に
ラ

ン
キ

ン
グ

を
上

げ
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

・
海

外
チ

ー
ム

と
の

対
戦

が
ほ

と
ん

ど
で

き
な

か
っ

た
。

（
6月

末
の

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

の
み

）
・

レ
ー

ス
プ

ラ
ン

の
未

成
熟

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

対
す

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
低

下
し

た
。

・
国

際
大

会
の

経
験

が
少

な
い

ま
ま

大
会

に
出

場
す

る
こ

と
に

な
っ

た
た

め
、

力
が

存
分

に
発

揮
で

き
た

と
は

言
え

な
か

っ
た

。
・

毎
年

、
レ

ー
ス

感
を

得
る

た
め

に
シ

ー
ズ

ン
前

か
ら

プ
レ

レ
ー

ス
を

経
て

タ
ー

ゲ
ッ

ト
レ

ー
ス

へ
出

場
す

る
が

、
今

大
会

は
そ

の
よ

う
な

段
階

を
一

切
踏

め
な

か
っ

た
。

・
種

目
よ

っ
て

は
、

延
期

に
な

っ
た

1年
間

で
多

く
大

会
に

参
加

し
、

チ
ー

ム
の

メ
ダ

ル
獲

得
に

繋
が

っ
た

が
、

あ
る

種
目

は
、

国
際

大
会

の
経

験
が

少
な

か
っ

た
。

夏
季

不
利

に
働

い
た

（
夏

季
8名

、
冬

季
4名

）
・

事
前

の
シ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

や
経

験
が

で
き

な
か

っ
た

。
・

北
京

パ
ラ

テ
ス

ト
大

会
が

実
施

さ
れ

ず
、

事
前

の
コ

ー
ス

確
認

・
W

ax
テ

ス
ト

等
の

情
報

収
集

が
全

く
で

き
な

か
っ

た
。

・
対

人
競

技
の

た
め

、
レ

ベ
ル

の
高

い
海

外
選

手
と

の
レ

ー
ス

が
1年

以
上

空
白

と
な

り
、

自
分

達
の

立
ち

位
置

や
課

題
と

成
果

が
不

透
明

な
状

況
と

な
っ

た
。

ま
た

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

は
幾

つ
か

の
練

習
で

き
な

い
国

が
で

き
る

国
へ

⾏
き

⻑
期

に
渡

り
合

同
練

習
に

取
り

組
ん

だ
結

果
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

全
体

が
⾶

躍
的

に
強

く
な

っ
た

。
冬

季

・
現

在
地

の
確

認
を

し
、

自
信

を
つ

け
て

大
会

に
臨

む
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

試
合

勘
を

養
う

こ
と

が
で

き
た

。
夏

季
有

利
に

働
い

た
（

夏
季

1名
、

冬
季

2名
）

コ
ロ

ナ
禍

前
と

同
様

に
出

場
で

き
た

（
夏

季
2名

、
冬

季
6名

）

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

向
け

て
試

合
感

を
失

わ
ず

に
戦

略
、

戦
術

の
実

⾏
、

準
備

が
で

き
た

。
冬

季
・

11
月

下
旬

の
オ

ミ
ク

ロ
ン

株
の

感
染

拡
大

に
よ

っ
て

入
国

制
限

が
強

化
さ

れ
た

。
そ

の
時

点
で

海
外

に
い

た
た

め
、

日
本

に
短

期
間

帰
国

し
て

調
整

す
る

と
い

っ
た

選
択

肢
が

な
く

な
っ

た
。

⾝
体

的
に

は
有

利
だ

っ
た

と
思

う
反

⾯
、

⼼
理

的
に

は
遠

征
が

⻑
期

に
な

っ
た

こ
と

で
不

利
な

⾯
も

あ
っ

た
。

・
海

外
遠

征
中

、
帰

国
で

き
な

い
等

の
情

報
で

チ
ー

ム
は

不
安

が
あ

っ
た

。
・

海
外

で
の

試
合

は
普

通
に

出
来

て
い

た
が

、
日

本
の

規
制

が
厳

し
く

帰
国

で
き

な
い

ま
ま

現
地

入
り

し
た

。
気

持
ち

の
切

り
替

え
が

難
し

か
っ

た
の

か
と

考
え

ら
れ

た
。

冬
季

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
（

夏
季

1名
、

冬
季

4名
）

カ
イ

二
乗

値
9.

9,
 p

 =
 0

.0
42
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東京 2020大会・北京 2022大会に向けて中央競技団体が実践したコンディショニングの実態調査

理
由

夏
季

/
冬

季
競

技
大

会
へ

の
影

響
強

化
合

宿
の

実
施

状
況

（
夏

季
27

名
、

冬
季

16
名

）

・
個

人
競

技
で

合
宿

向
き

で
は

な
い

た
め

、
特

に
影

響
は

な
か

っ
た

。
夏

季
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

（
夏

季
1名

、
冬

季
0名

）
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

で
全

く
実

施
で

き
な

か
っ

た
（

夏
季

2名
、

冬
季

0名
）

・
当

初
考

え
て

い
た

強
化

や
選

考
が

で
き

な
か

っ
た

。
不

利
に

働
い

た
（

夏
季

1名
、

冬
季

0名
）

・
社

会
人

で
も

あ
る

選
手

た
ち

に
と

っ
て

は
メ

ン
タ

ル
面

で
も

フ
ィ

ジ
カ

ル
面

を
作

り
上

げ
る

良
い

期
間

だ
っ

た
。

・
コ

ロ
ナ

禍
で

対
応

力
、

適
応

力
が

落
ち

て
い

た
が

合
宿

で
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

国
内

で
の

活
動

で
あ

っ
た

が
チ

ー
ム

戦
術

を
深

め
る

活
動

は
で

き
た

。
夏

季
有

利
に

働
い

た
（

夏
季

4名
、

冬
季

2名
）

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
で

予
定

を
変

更
し

て
（

時
期

、
場

所
の

変
更

、
回

数
減

、
人

数
減

な
ど

）
実

施
し

た
（

夏
季

21
名

、
冬

季
11

名
）

・
ギ

リ
ギ

リ
ま

で
海

外
の

大
会

を
転

戦
し

て
お

り
、

水
際

対
策

措
置

や
、

帰
国

困
難

な
ど

の
事

情
に

よ
り

選
手

は
疲

弊
し

て
い

た
。

冬
季

・
政

府
の

帰
国

後
14

日
間

待
機

の
代

替
措

置
に

よ
っ

て
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

制
限

が
あ

っ
た

。
・

海
外

よ
り

は
メ

ン
バ

ー
が

集
合

し
て

の
強

化
合

宿
は

で
き

て
い

た
と

思
う

が
、

合
宿

が
で

き
た

事
と

ゲ
ー

ム
感

を
養

う
こ

と
は

別
で

あ
る

と
感

じ
た

。
・

自
国

開
催

の
た

め
大

会
会

場
で

集
中

し
た

練
習

期
間

を
獲

得
す

る
こ

と
は

で
き

た
が

、
海

外
で

他
国

チ
ー

ム
と

の
練

習
や

強
化

合
宿

を
組

む
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

こ
と

は
、

大
き

な
マ

イ
ナ

ス
要

素
と

し
て

捉
え

て
い

た
。

夏
季

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
（

夏
季

11
名

、
冬

季
4名

）
・

高
所

対
策

は
で

き
た

が
、

北
京

入
り

後
の

合
宿

が
極

寒
に

よ
り

上
手

く
い

か
な

か
っ

た
。

・
競

技
種

目
に

よ
っ

て
は

国
内

合
宿

に
専

念
し

た
も

の
の

降
雪

量
が

多
く

全
て

が
順

調
で

は
な

か
っ

た
。

冬
季

・
他

国
チ

ー
ム

は
、

通
常

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
で

強
化

が
行

わ
れ

て
い

た
た

め
。

・
合

宿
の

回
数

が
減

り
、

実
施

で
き

る
場

所
も

限
定

的
と

な
っ

た
。

⻑
期

的
に

拠
点

施
設

が
利

用
で

き
な

く
な

り
、

チ
ー

ム
力

低
下

を
引

き
起

こ
し

た
。

・
予

定
通

り
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

実
施

で
き

な
か

っ
た

。
・

ナ
シ

ョ
ナ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
で

の
強

化
練

習
は

効
果

的
で

あ
っ

た
が

、
本

番
会

場
で

の
練

習
及

び
海

外
で

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

で
き

な
か

っ
た

。
・

ナ
シ

ョ
ナ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
が

も
っ

と
う

ま
く

使
用

で
き

れ
ば

よ
か

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
対

策
の

制
限

が
多

く
利

用
し

づ
ら

か
っ

た
。

夏
季

不
利

に
働

い
た

（
夏

季
6名

、
冬

季
5名

）
・

時
差

の
こ

と
も

あ
り

国
内

で
調

整
予

定
だ

っ
た

も
の

が
で

き
な

く
な

っ
た

り
な

ど
、

思
う

よ
う

に
合

宿
が

組
め

な
か

っ
た

。
・

隔
離

が
あ

っ
て

帰
国

で
き

な
い

期
間

が
続

い
た

た
め

、
選

手
・

ス
タ

ッ
フ

共
に

疲
弊

し
て

い
た

。
・

中
止

や
期

間
短

縮
、

場
所

変
更

等
に

よ
り

、
予

定
し

て
い

た
強

化
メ

ニ
ュ

ー
を

全
て

こ
な

す
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
・

国
際

大
会

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

冬
季

・
元

々
年

間
を

通
し

て
ナ

シ
ョ

ナ
ル

チ
ー

ム
活

動
を

行
っ

て
い

た
た

め
、

大
会

に
向

け
た

特
別

の
事

前
合

宿
は

実
施

す
る

必
要

が
な

か
っ

た
。

冬
季

有
利

に
働

い
た

（
夏

季
2名

、
冬

季
2名

）
予

定
通

り
実

施
し

た
（

夏
季

4名
、

冬
季

3名
）

・
バ

ブ
ル

を
形

成
の

た
め

、
必

然
的

に
合

宿
日

数
は

多
く

な
る

。
た

だ
合

宿
日

数
は

多
く

な
っ

て
も

、
国

際
大

会
の

経
験

値
は

上
げ

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
夏

季
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

（
夏

季
2名

、
冬

季
1名

）
・

体
力

の
強

化
が

で
き

た
。

本
番

に
向

け
て

の
対

策
を

講
じ

る
た

め
の

様
々

な
取

り
組

み
が

で
き

た
。

・
技

術
、

戦
術

、
フ

ィ
ジ

カ
ル

、
感

染
予

防
と

様
々

な
面

で
し

っ
か

り
準

備
す

る
時

間
が

確
保

で
き

た
。

夏
季

有
利

に
働

い
た

（
夏

季
2名

、
冬

季
2名

）
予

定
よ

り
多

く
実

施
し

た
（

夏
季

3名
、

冬
季

2名
）

・
試

技
の

機
会

が
増

え
た

。
・

合
宿

を
多

く
し

た
わ

け
で

は
な

い
が

、
北

京
五

輪
直

近
の

2年
間

、
競

技
別

強
化

拠
点

に
夏

期
限

定
の

寮
を

開
設

し
、

コ
ー

チ
・

ト
レ

ー
ナ

ー
が

常
時

滞
在

す
る

形
で

選
手

の
サ

ポ
ー

ト
を

し
た

。
こ

の
形

式
が

競
技

力
向

上
に

大
き

く
寄

与
し

た
と

思
っ

た
。

冬
季

・
帰

国
後

14
日

間
待

機
措

置
期

間
が

す
べ

て
合

宿
に

な
っ

た
た

め
非

常
に

多
く

の
時

間
を

チ
ー

ム
と

共
に

で
き

た
。

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
か

な
り

順
調

に
実

施
で

き
た

が
、

距
離

感
が

縮
ま

っ
た

た
め

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

問
題

も
発

生
し

た
。

夏
季

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
（

夏
季

1名
、

冬
季

0名
）

カ
イ

二
乗

値
12

.9
, p
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1
ク
ロ
ス
集
計
結
果
と
理
由
に
つ
い
て
記
載
し
た
。
な
お
、
理
由
は
自
由
記
述
の
為
、
回
答
が
あ
っ
た
場
合
は
助
詞
な
ど
を
整
え
、
明
ら
か
に
競
技
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な
内
容
等
は
削
除
あ
る

い
は
改
変
し
て
記
載
し
た
。

注
：
大
会
は
東
京

20
20
大
会
あ
る
い
は
北
京

20
22
大
会
を
指
し
て
い
る
。

表
7．

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

大
会

に
向

け
た

強
化

合
宿

の
実

施
状

況
と

大
会

へ
の

影
響

と
そ

の
理

由
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花岡ら

の自己評価で調べており、メダル獲得あり群はメ

ダル獲得なし群と比べて「用具」以外の項目で統

計学的に有意差がみられた 26）。また、東京 2020

大会及び北京 2022大会に出場したアスリートを

対象として本研究と同様にメダル獲得の有無とコ

ンディショニングの 10要因（「技術（スキル）の

調整」「体力（筋力、持久力など）の調整」「体調

管理」「ケガや病気の予防・治療」「感染対策」「メ

ンタルの調整」「栄養面の調整」「スケジュールの

調整」「用具・器具の調整」「戦術・戦略面の調整」）

を用いた調査では、メダル獲得あり群は、メダル

獲得なし群と比較して「感染対策」を除くすべて

の項目で有意に高値を示しており 11）、アテネ大

会とほぼ同様にメダリストの多くはコンディショ

ニングに関わるすべて要因で高い水準にあること

が示されている。本研究においても NFにおける

メダル獲得の有無とコンディショニングの 10要

因について調べたところ、メダル獲得あり群は群

内にばらつきはなくそれぞれの要因が同水準で

あった。一方で、メダル獲得なし群では 10要因

の間にばらつきがみられた。また、10要因を群

間でそれぞれ比較したところ、「体力（筋力、持

久力など）の調整」、「メンタルの調整」、「戦略・

戦術面の調整」に統計学的に有意差がみられた。

よって、メダル獲得の有無で検討した結果、メダ

ル獲得あり群は、コンディショニングに関わるす

べての要因が均等に高い水準にあり、体力面、メ

ンタル面、戦略・戦術面の 3つの要因がメダル獲

得なし群と比べて高いことが示唆された。

定する大会の目標は、NFの国際競技レベルによっ

て異なり、その目標は金メダル獲得から大会出場

まで様々であるが、メダル獲得あり群はメダル獲

得なし群と比較して目標の達成度が高いことが示

唆された。日本オリンピック委員会（JOC）は、

東京 2020大会後にナショナルコーチ 13）とアス

リート 12）に競技結果についての満足度をそれぞ

れ調査している。その結果、各 NFのナショナル

コーチ 84名中 34名（40.5％）が大会の競技結果

に満足していると回答した 13）。一方でアスリー

ト 417名は、7割弱のアスリートがメダル獲得を

目的に設定しており、その結果 2割強のアスリー

トは競技結果に満足していたが、約 6割のアス

リートは競技結果に満足していなかった 12）。達

成度と満足度でニュアンスは異なるが、ナショナ

ルコーチとアスリートでは大会結果の受け取り方

に違いがみられた。NFは、複数のスタッフでア

スリートやチームの状態を、各国のアスリートや

チームと比較して全体的に評価している。その結

果、アスリートと比べて競技結果について認識の

ずれが小さく、満足度に違いがあった可能性があ

る。

　これまで NFを対象に国際総合競技大会に向け

たコンディショニングの取り組みについては調べ

られておらず、本研究が初めてである。過去にア

スリートを対象とした調査では、第 28回オリン

ピック競技大会（2004/アテネ）に出場した日本

代表選手を対象にコンディショニングに関わる 8

つの要因（「技術面」、「体力面」、「ケガや病気」、「メ

ンタル面」、「栄養面」、「スケジュール」、「用具」、

「戦術・戦略」）について、本研究と同様の 5段階

表 8．東京 2020 大会の開催が 1 年延期されたことの影響

不利に働いたどちらともいえない有利に働いた
4158

悪い影響があった影響はなかったどちらともいえない有利に働いた
42100

〇 冬季競技（16名）

〇 夏季競技（27名）

カイ二乗値14.0, p = 0.0029

カイ二乗値6.9, p = 0.0319
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きていた。そのため、NFを含めたアントラージュ

はアスリートが計画的にトレーニングを継続でき

るように支援する取り組みが重要であることが示

唆された。

2）メンタルの調整

　先行研究では、JOCオリンピック強化指定選手

は緊急事態宣言発出中、「心理的苦痛を感じてい

ると思われる者」が夏季競技で 21.4％、冬季競技

で 12.0％みられた 24）。本研究結果では、「メンタ

ルの調整」の失敗例として東京大会では開催の有

無やパンデミックによる大会の延期、自国開催が

通常の大会とは異なるプレッシャーとして心理面

に悪影響を及ぼしており、北京大会においてもコ

ロナ禍の活動制限や COVID-19の罹患が悪影響を

及ぼしていることが示された。一方で、「メンタ

ルの調整」の成功例は心理の専門家をチームに入

れたことや、チーム全体で雰囲気作りや言動など

に注意していたが挙げられた。心理の専門家やス

タッフを準備することは重要であるが、心理の専

門家に限らずスタッフとアスリートがコミュニ

ケーションを図ることが解決方法の一助となる可

能性が示された。これらのことから、国際オリン

ピック委員会（International Olympic Committee: 

IOC）によって新たに設置されたウェルフェアオ

フィサーやセーフガーディングオフィサーの役割

は次回の第 33回オリンピック競技大会（2024/パ

リ）以降、さらに重要となることが予想される 6）。

3）戦略・戦術面の調整

　「戦略・戦術面の調整」の成功例は、スタッフ

とアスリートが十分なコミュニケーションを図れ

ていたことや他国の情報を入手することができた

ことなどが挙げられた。一方で、海外勢の情報が

入手できなかったなどが失敗例として多く挙げら

れていた。先行研究では、JOCオリンピック強化

指定選手を対象に、緊急事態宣言発出中にコミュ

ニケーションが不足していることを夏季競技で

50％、冬季競技で 51％の選手が感じており、そ

の多くが「チームメイト」、「ナショナルコーチや

所属先の指導者」、「サポートスタッフ」とコミュ

ニケーションが減ったと回答している 21）。また

2． 「体力（筋力、持久力など）の調整」、「メンタ

ルの調整」、「戦略・戦術面の調整」について

　本研究では、メダル獲得の有無で違いがみられ

た 3つのコンディショニング要因に着目し、各競

技団体が取り組んだ成功例と失敗例を比較検討し

た。なお、考察内では、5段階（1：「全くうまく

いかなかった」～ 3：「ふつう」～ 5：「とてもう

まくいった」）で 5・4を成功例、2・1を失敗例

とし、3は、中立的尺度のため、成功例・失敗例

どちらにも含めないこととした。

1）体力（筋力、持久力など）の調整

　アスリートを対象とした先行研究では、JOCオ

リンピック強化指定選手 995名（夏季 796名、冬

季 199名）は緊急事態宣言発出中（2020年 4月 7

日～ 5月 25日）、夏季競技で 85.7％、冬季競技で

86.8％の選手がトレーニングについて中等度以上

の制限があったと回答しており、緊急事態宣言解

除後も夏季競技で 42.7％、冬季競技で 40.9％の選

手がトレーニングについて中等度以上の制限が

あったと回答している 21）。トレーニング内容と

しては、「ウエイトトレーニング（自重トレーニ

ングを含む）」と「競技・技術練習」にかなり制

限があったと夏季・冬季競技ともに回答している。

またトレーニングの機会だけでなく、アメリカの

アスリート 105名の内 67.6％がトレーニングへの

モチベーションの低下につながったという報告 8）

や南アフリカのアスリート 692名の内 55％がト

レーニングのモチベーションの維持に苦しんだと

いう報告があり、COVID-19の流行に伴う強化活

動の制限はメンタルヘルスの悪化やトレーニング

のモチベーションの低下にも大きな影響を与えて

いる 18）。NFを対象とした本研究では、「体力（筋

力、持久力など）の調整」の成功例として、計画

通りにトレーニングが実施できたことが多く挙げ

られた。失敗例としては、直前の環境によって体

力の調整に影響を及ぼすことや海外遠征からの帰

国後の隔離期間が体力の調整に影響を受けていた

ことが示された。以上のことから、アスリートの

多くがトレーニングに制限がある環境であっても

NFによっては計画通りにトレーニングが実施で
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カップを含む国際大会でコーチやメディカルス

タッフがジェネラリストの役割を果たしたことが

報告されている 2）。トータルコンディショニング

の概念に基づき、アスリートの課題解決のために

エクスパートによる包括的なコンディショニング

の体制が組まれることが望ましい。本研究結果か

ら、NFが実践すべきコンディショニングには複

数の要因を高めることが求められているため、ア

スリートのコンディショニングに関わる強化委員

や医科学委員などにはジェネラリストが配置さ

れ、エビデンスに基づいた支援を行うことでより

良いコンディショニングが実施される可能性が示

唆された。

4．コロナ禍における NFが実践した強化活動

　本研究では、コロナ禍における海外の試合への

出場状況や強化合宿の実施状況が強化活動にどの

ように影響したかを調べた。その結果、競技によっ

て海外の試合や強化合宿の実施状況とその影響に

は違いがみられ、国際大会に出場できたことで経

験や状況判断能力、対戦相手の情報を得ることが

できたと回答した例が多くあった。一方で国際大

会に出場できなかったことで経験や状況判断能

力、対戦相手の情報を得ることができなかったと

の回答もあった。合宿については、合宿を行った

ほうが有利に働いたが、制限のある中での合宿が

多かったことが明らかとなった。また合宿によっ

て顔を合わせることで身体や心理面には好影響が

みられたが、海外選手との試合によって作られる

状況判断能力を取り戻すには難しく、より実戦に

近い合宿を行うように工夫することが重要である

ことが示唆された。また、冬季競技は夏季競技と

比べて海外試合の出場状況について「少ないが出

場した」「同様に出場できた」回答の割合が多く、

強化活動の状況がやや緩和されているようであっ

た。一方で、冬季競技は「事前のコース確認がで

きなかった」など、開催地の環境面への不適応が

競技に影響を及ぼしたことを示す内容がみられ

た。冬季競技の多くを占めるスキー競技は山間部

で実施されることが多く、環境の影響を受けやす

コロナ禍においては、多くの国際競技大会・国内

競技大会が中止や延期になったことで、日本代表

選手を含めた強化指定選手の大会におけるパ

フォーマンスや他国のアスリートを分析すること

ができず戦略・戦術面に大きな影響を及ぼしたこ

とも考えられる。JOCは大会期間中、日本代表選

手団本部に情報科学担当を配置し、日本スポーツ

振興センター内の HPSCと連携し、会場や他国の

取り組み等の情報を得ている 20）。また日本パラ

リンピック委員会（Japan Paralympic Committee: 

JPC）においても、HPSCと JPC医・科学・情報

サポート事業スタッフが連携し、JPC加盟団体に

東京大会に向けた情報提供を競技団体、アスリー

ト、コーチ、スタッフへ研修会を通じて提供し、

大会直前から大会期間中には各 NFのコーチやト

レーナーと対面し選手村の施設や設備などのコン

ディショニングに関する情報共有を行ってい

る 5）。

3．各専門家との連携によるコンディショニング

　NFが取り組んだコンディショニングの成功例

として、大会直前までトレーニングスタッフが支

援したことやメンタルの調整では心理専門家の支

援、戦略・戦術面の調整ではテクニカルスタッフ

の活躍などが挙げられている。また、この時期は

それぞれの専門家が感染症の専門家と連携をとり

ながら強化活動を行っていた 4）。久木留ら 16）は、

アスリートの効果的なコンディショニングのため

には、科学者、栄養士、心理専門家、トレーニン

グ指導士、医師、セラピストなどの各エクスパー

トが協力・協調して連携を組み包括的な活動を行

うこと（トータルコンディショニング）が最も重

要であると示しており、トータルコンディショニ

ングを推進していくためには、全体をマネジメン

トするジェネラリストの存在が不可欠であるとし

ている。エクスパートには、様々なスポーツ医学

等の専門家を含むが、より統合された科学的サ

ポートチームでは専門分野間の垣根がなくなって

いる 9）。本邦において、国際舞台での競技力を向

上させているサッカーやラグビーでは、ワールド
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る。

・ 本研究は、夏季大会と冬季大会をまとめて分析

を行ったことで多様な取り組みを分析すること

ができた。一方で、夏季競技は、コロナ禍にお

ける強化活動（大会の出場や合宿の実施状況）

において冬季競技よりも影響を受けている可能

性があった。今後は夏季と冬季の特徴に合わせ

た設問を設定し調査分析することで、より詳細

な実態が明らかにできると考える。

Ⅴ．まとめ

　本研究より、東京 2020大会及び北京 2022大会

においてメダルを獲得した NFとメダル獲得がな

かった NFでは、コンディショニングの取り組み

に違いがみられた。メダルを獲得した NFは、コ

ンディショニングに関わるすべての要因が均等に

高い水準にあり、メダル獲得がなかった NFと比

べて、体力面、メンタル面、戦略・戦術面の取り

組みに違いがみられる傾向が示された。また、コ

ロナ禍による制限が国際大会の出場や強化合宿な

どの活動に影響を与えたことが明らかとなり、

NFがコンディショニングに取り組む際には、多

様な要因を考慮し、専門家による包括的な支援が

重要であることが示唆された。

注） オリンピック・パラリンピック競技大会では、

種別ごとに強化担当者が種別ごとに異なるこ

とがある。例えば、水泳競技であれば、競技

（sports）が水泳、種別（disciplines）が競泳、

飛込、水球、アーティスティックスイミング、

オープンウォータースイミングに分けられ

る。
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い。そのため、大会前に現地のコースや環境を事

前に確認することが多いが、コロナの影響で北京

への渡航が難しく、これまでの大会と比べて環境

面の経験ができなかった可能性がある。ニュー

ジーランドチームは、北京のスキーやスノーボー

ドの会場をバーチャルリアリティ（VR）で再現し、

アスリートが自国でコースをイメージできたこと

が、メダル獲得に有効であったことを紹介してい

る 25）。今後は、不測の事態であっても、より実

践的なトレーニングができるように VR等の先端

技術を用いた支援も重要になることが示唆され

た。

　2019年 12月に中国の武漢で発生した新型コロ

ナウイルスは世界中に伝染しパンデミックを引き

起こし、東京 2020大会及び北京 2022大会に大き

な影響を及ぼすこととなった 4）。これまでも 2010

年バンクーバー大会での新型インフルエンザ、

2016年リオデジャネイロ大会でのジカ熱等、オ

リンピック・パラリンピックは感染症に脅かされ

てきたが、1年の延期や無観客試合や定期スク

リーニング検査を実施したオリンピック・パラリ

ンピックはこれまでにない。本研究では、そのよ

うな過去に例がないほどの状況下で NFがオリン

ピック・パラリンピックに向けて実施したコン

ディショニングについて調査をすることができ

た。本研究によって明らかとなったコロナ禍で

NFが取り組んだ強化活動は、今後も発生しうる

可能性の高い感染症等の非常事態おいて NF及び

統括団体（JOCや JPC）を含むアントラージュに

とってレジリエントな強化活動支援の参考となる

可能性が示唆された。

5．今後の課題

・ 本研究は、コロナ禍による影響を強く受けた実

態調査となった。そのため、今回の調査結果は、

NFが取り組んだ特殊な状況下でのコンディ

ショニングの実態を反映しており、平時の状況

では異なる結果が予想される。今後の研究では、

コロナ禍ではない状態でのコンディショニング

の実態についてもより詳細に調査する必要があ
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